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実験動物iζ は旺盛な成長期をこれから迎えようとする生後 2 8 日のラット 111 匹を用い，うち 5 1 匹
について左側唆筋神経切断術を行い，岐筋機能 i乙左右差を与えた。また 1 8 匹に sham operationを行




次i乙下顎頭部の組織変化を観察するため，通法に従って前頭断による脱灰薄切標本 (.H ・ E 染色)を
作製した。





articular zone , proliferative zone , transitional zone , hypertrophic zone , erosion zone の 5層
iζ分類し，細胞増殖の指標としては， proliferative zone の幅 100μm について細胞核総数と標語細胞
核数より標識指数を算出した。また基質線維形成の指標としては， articular zone から hypertrophic
zone に至る軟骨各層のほぼ中央部における幅 100μm ，高さ 20μm の 2 ， 000μm 2 内にある銀粒子を計
数した。以上のような観察と計測より以下の結果を得た。
手術後の顔貌所見では生後 3 5 日(術後 7 日)ですでに顔面骨格の非対称，校合状態の変化を認めた。
手術側の下顎頭幅径は生後 3 5 日において対照に比べ小であったが，経時的 iこ回復し，生後 4 2 日，
4 9 日においては対照と差がなかった口非手術側の下顎頭幅径は生後 3 5 日において対照と差がなかっ
たが，経時的に肥大し，生後 4 9 日では対照 iと比べ大であった。その結果， 実験群ラットの下顎頭申副主
は有意の左右差を示した。
下顎頭部の H.E 染色組織所見では，生後 3 5 日において手術側の軟骨細胞層厚径の減少，非手術側
軟骨細胞層厚径の増大を認めた。生後 4 2 日ではそれらの変化は軽度となり，生後 4 9 日では対照と差
を認めなくなった。
下顎頭軟骨の細胞増殖能は生後 3 5 日において手術側内側部と外側部で著明に低下し，非手術側内側
部と外側部で著明 i乙克進したが，中央部の変化は両側とも軽度であった。生後 4 2 日， 4 9 日では手術
側，非手術側の内側部，外側部はともに対照レベルとなった。
下顎頭軟骨の基質線維形成能は，手術側では生後 3 5 日において内側部と外側部で低下していたが，
生後 4 2 日， 4 9 日では対照レベルとなった。また非手術側には変化が現れなかった。
下顎頭部の骨梁形成は，生後 3 5 日， 4 2 日において変化を認めなかった口生後 4 9 日においては手
術側で骨架の形成が対照より劣っており，非手術側では対照を上回る著明な骨梁形成を示した。
以上の結果より，佼筋機能の左右不均衡に対して，下顎頭軟骨の側方部は細胞増殖能や基質線維形成
能においてすみやかに反応し，下顎頭形態の左右差が招来され，乙の状態が保たれる乙とが明らかとな
った。このことにより，下顎頭軟骨i乙は，従来から指摘されていた前後方向の環境の影響のみならず，
左右方向の影響に対しても高い反応性を有することが示唆された。したがって臨床的には，成長期に攻
筋など日且鴫筋の機能に左右差が考えられる場合，すみやかに左右の筋機能の調和を回復することが重要
であると考えられた。
論文の審査結果の要旨
本研究は，岐筋機能の左右不均衡が下顎頭部の成長発育iζ及ぼす影響を検討したものである。佼筋機
能の左右不均衡の影響については，従来，顔面頭蓋全体の変化を計測学的に把握しでいたにとどまり，
下顎頭部への影響の詳細はほとんど知られていなかった。本研究により， 下顎頭軟骨の内側部および外
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側部において細胞増殖能や基質線維形成能が左右で異なる変化を示すこと，また，この変化は筋機能に
左右差が生じた後すみやかに現れることなどが初めて明らかとなり，下顎頭形態に左右差の生じること
が示された。
以上の結果は，顔面頭蓋の成長発育における下顎頭軟骨の役割について新たな解釈を与えるとともに，
岨鳴筋機能に左右差が考えられる場合の不正佼合患者の矯正治療について重要な指針を与える価値ある
業績である。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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